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静岡県御前崎地域の段丘堆積物（上部更新統）と更新

　　　　　　　　　　　　世後期における地殻変動

杉山雄一＊　寒川　旭＊＊下川浩一＊＊＊水野清秀＊＊＊

SuGIYAMA，Y．，SANGAwA，A．，SHIMoKAwA，K．and　MlzuNo，K．（1987）　The　Late
　　　　　Pleistocene　terrace　deposits　and　neotectonic　movement　of　the　Omaezaki

　　　　　area，Shizuoka　Prefecture．BαZZ．GθoZ．Sαrひ。JiαPαη，vo1。38（8），P．443－472。

Abstract：As　a　part　of　the　comprehensive　research　on　long－term　prediction　of　a

forthcoming　large－scale　earthqluake　ofr　the　Tokai（listrict，（letailed　geological　an（l

geomorphic　studies　of　the　Omaezaki　area，southwestem　coastal　area　of　Suruga

Bay，has　been　conducted．The　studies　have　revealed　that　the　Makinohara　Upland

situated　on　the　westem　coast　of　Suruga　Bay　is　composed　of　three　terraces，i．e。，

Makinohara，Kasana　and　Omaezaki七erraces．The　Makinohara，K』asana　and
Omaezaki　surfaces　are　presumably　correlated　with　the　Shimosueyoshi（in　a
broad　sense），Obaradai　and　Misaki　surfaces　in　the　Kanto　district，respectively。

　　　　　The　deposits　of　the　Makinohara　terrace　consist，in　ascending　order，of　mud

formation　deposited　in　drowned　valleys　dissecting・the　Neogene　stra．ta，shallow－

marine　san（1s，　beach　shing・1es　an（i　alluvial　fan　（ieposits．　The　deposits　of　the

Kas＆na　and　Omaezaki　terr＆ces　are　composed　of　shallow－marine　sands　and　the

overlying　beach　shingles．The　shallow－marine　sands　rest　upon　the　wave－cut

terraces　which　were　formed　on　the　mud　bed　of　the　Makinohara　terrace　deposits

（in　the　case　of　the　Kasana　terrace）　and　on　the　Neogene　basement　strata　（in　the

case　of　the　Omaezaki　terrace）．　The　authors　foun（i　a　be（10f行ne－grained　tephra

and　a　block　of　another　tephra　respectively　in　the　middle　and　upper　parts　of　the

Kasana　terrace　deposits．From　their　mineralogical　characteristics，the　two
tephras　may　be　correlative　with　the　widespread　marker　tephras　intercalated　in

the　upPer　parもof　the　Obara（iai　terrace　deposits．

　　　　　The　Makinohara　terrace　has　been　deformed　by　upwarping　with　a　NW－SE

trending　axis　and　southeastwa．rd　tilting，The　deformation　of　the　Ka．sana　terrace

could　not　be　made　clear　beca．use　of　narrow　distribution　of　the　Kasana　surface

and　the　di缶culty　in　separation　of　the　tectonic　deformation　from　initial　dip　of　the

surface．　The　Omaezaki　surface　has　been　deformed　by　southwestward　tilting　and

NE－SW　trending　folds，and　has　been　displaced　by　NE－SW　trending　sever＆l　faults。

　　　　　The　mean　rate　of　uplift　is　estimated　to　be6to8m／104yr　for　the　southem

part　of　the　Makinohara　terrace，9．5m／104yr　for　the　northem　part　of　the：K＆sana

terrace＆nd9to12m／104yr　for　the　Omaezaki　terrace，respectively，on　the
assumption　that　the　preceding　correlation　of　the　three　surfaces　is　correct　an（i　the

paleosea　level　change　estimaed　from　cor＆l　reef　terraces　in　New　Guinea　is

applicable　to　Japan．From　these　mean　rates　of　uplift，it　is　inferred　that　the

Omaezaki　area　had　hardly　been　uplifted　in　the　period　between　about130，000years

ag・and80，000yearsag・，andhavebeenupliftedattherate・f9t・！2m／104yr
since　about80，000years　ago．
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1．はじめに

　おまえさき
　御前崎半島は駿河湾の湾口西側を掘する南東に突き出

た半島であり，静岡市の南南西約45kmに位置する．

御前崎周辺の地殻変動は，近い将来にその発生が懸念さ

れている東海地震と関連して近年各方面から注目されて

いる・同半島周辺には各種の地殻変動観測用の機器が設

置され，継続的な観測が実施されている．

　地質調査所地震地質課ではこのような状況を踏まえ，

東海地震の長期的予知研究の一環として，御前崎周辺の

詳細な地形・地質調査を昭和59及び60年度に実施した．

その結果，御前崎周辺に発達する新第三系及び第四系の

層序や地質構造について幾っかの新知見を得ることがで

きた．本稿ではこのうち，更新世後期の堆積物とその変

形について記載及び考察を行い，東海地震の長期的予知

のための一資料としたい．

2．　地形及び地質の概要

　静岡県の中部を流れる大井川下流の西岸には，総称的
　まき　はら
に牧ノ原台地と呼ばれる洪積台地が発達する．・台地の南

端は御前崎にまで達し，比高30－50m程度の海食崖を

なして駿河湾及び遠州灘に面している．台地の頂面高度
　　　　　　　　おおじろ
は台地北端の金谷町大代付近では標高280mに達し，
　　　　　　　　　　　　　　ししど　いここから南に向かって徐々に低下し，猪土居付近で約200
　　き　しよしんでん

m，鬼女新田付近で約100mとなり，御前崎付近では
　　　　　　　　　　　　　　　　　かっま　た30－50m程度となる（第1図）．牧ノ原台地は勝問田川，

萩問川等の河川によって開析され，大きく見て4つの細

長い稜部からなっている．本報告では井口（1955），長

田（1980）及び池谷・堀江（1982）に従い，台地の北端

から仁王辻までを主稜，その途中，猪土居から大井川南

岸に沿って谷口に至る部分を東稜，仁王辻から相良北方

に至る部分を東南稜，仁王辻から御前崎に向かう部分を

南稜と呼ぶ（第1図）．本報告で扱う地域は主として南

稜の南部に当たる第2図の範囲であり，本報告ではこの

地域を御前崎地域と呼ぶ．また，同地域の記載の便宜上，

鬼女新田から南西に延び，佐倉に達する南稜の分枝を西

支稜，鬼女新田から南に延び，堀野新田北方に至る分枝

を東支稜，更に堀野新田の南から御前崎の先端に至る部

分を御前崎台地と呼ぶ（第1図）．

　東西両支稜及び御前崎台地の頂面は，最終問氷期以降

の3っの異なる時期に形成された堆積段丘面からなって

いる．これら3つの段丘面を構成する上部更新統は，溺

れ谷を埋積した泥層，浅海成砂層，扇状地成及び海成の

砂礫層等からなり，最終問氷期以降の海進一海退を反映

した層序を有している．また，これらの段丘面及び段丘

堆積物には曲隆，傾動等の後生変形が認められ，これら

の変形から御前崎地域の更新世後期における地殻変動の

特徴を読み取ることができる．

　段丘堆積物の下位には，上部中新統一鮮新統の相良層

群が存在し，台地の周縁部（丘腹斜面）に広く分布する

（第2図）．相良層群は主として砂泥互層及び泥岩から

なり，北東一南西ないし北北東一南南西方向に延びる軸を

もつ摺曲が発達する．御前崎地域ではこのほかに，主と
　おさして箴川沿い及び御前崎台地の南西縁に，最終氷期後期一

完新世に堆積したと推定される低位段丘堆積物が存在す

る（第2図）．低位段丘面の中では，縄文海進期に形成

されたと推定される堀野新田面（長田，1976）が最も広

く分布する．

3．段丘面区分

　御前崎地域の洪積台地には，そこを境として台地の頂

面高度が急変する急崖ないし急傾斜面がいくっか存在す

る．これらのうち最も顕著なものは，相良町落居から同
　　　　　　　　　　じとうかた町笠名に至る急崖と相良町地頭方から同町堀野新田に至

る急崖ないし急傾斜面である（第1，2図）．これら2っ

の急崖を境として，台地上に発達する段丘面は大きく3

っの部分に分けられると共に，段丘面を構成する堆積物

の基底高度も急変することが判明した．3つの段丘面の

うち，最も北側の高位面は土（1960）及び長田（1980）

の牧ノ原面に相当し，南側の低位面は長田（1976，1980）

の御前崎面に当たる．これら2つの段丘面の中間に位置

する中位面は，国土地理院（1982）により笠名面とされ

た部分の南半部（より低位の部分）に相当する（北半部

（より高位の部分）は後述する海浜成牧ノ原面に相当す

る）．

　以上のような観察事実並びに従来の研究成果との関連

に基づいて，御前崎地域の洪積台地に発達する段丘面を

牧ノ原面，笠名面，御前崎面の3面に区分する．

　（1）牧ノ原面（土，1960）

　牧ノ原面は後述する牧ノ原段丘堆積物の堆積面であり，

笠名以北の東支稜及び大兼以北の西支稜に広く発達する．

東支稜の上比木一笠名間は海浜成面，その他の部分は河

成（扇状地成）面である．牧ノ原面の高度は，西支稜の

西原一東原付近では標高110mに達する．ここから南西，

南及び東に向かって緩やかに低下し，落居から笠名にか

けての牧ノ原面分布域の南端部では標高85－90mとな

る．西原から笠名に至る北西一南東方向での牧ノ原面の

平均勾配は7－9％o程度である．

　（2）笠名面（国土地理院，1982）
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笠名面は後述する海浜成笠名段丘堆積物の堆積面であ

る．本面は笠名から地頭方にかけての東支稜南部に発達

し，より高位の牧ノ原面とは比高10－13mの急崖で接

する（第3図及び図版1－1）．笠名面は比較的開析が進

んでおり，原面の保存はあまりよくない．このため，台

地の頂上においても笠名段丘堆積物が完全に削剥されて

いるところがかなりある（第2図）．笠名面の高度は牧

ノ原面と接する急崖付近では標高75－78mである．こ

こから南東に向かって低下し，地頭方付近の笠名面分布

域の南東端部では46－50mとなる．笠名面の北西一南東

方向の勾配は20－35％o程度であり，既述した牧ノ原面の

勾配に比べてかなり大きい。
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　ρ山ふ断層（破線は推定琶分，

　　　　ケパは落下側を不す）

を段丘面の背斜状たわみ

非段丘面の向斜状たわみ

夢　　段丘面の挽曲

薯i1・：鰺黙茜鰹，

二越叢鷺馨
．陣尊織レ●

　　　　　D
　湿“

　　　　　　　　　　　　第2図　御前崎地域の地質図
＊（凡例中）これらの段丘面は厚さ2－10m程度の風成砂に覆われており，段丘堆積物はその下位にある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんかんご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じとうかた　　　　　　　　しろわ
図鳴艦！－9：段丘面を変形又は変位させている構造要素　1：落居向斜　2：新神子擁曲　3：石原向斜　4：地頭方背斜　5：白羽断層

6：新谷撹曲　7：中原断層　8：広沢断層　9：芹沢断層

（3）御前崎面（長田，1976，1980）

御前崎面は後述する海浜成御前崎段丘堆積物の堆積面

である．本面は御前崎台地に広く発達するほか，東支稜

南東端の地頭方付近にも小規模ながら分布する．地頭方

付近では前述のように，より高位の笠名面と比高5－10m

の急崖ないし急傾斜面を以て接する．御前崎面の高度は

標高35－45mのところが多く，段丘面全体として見た

場合には5－20％o程度の勾配で南西に傾斜している．ま

た，御前崎面は摺曲及び擁曲による変形並びに断層によ

る変位を被っており，部分的には段丘面の高度が45m

を超えたり，35mに達しないところがあるほか，断層

沿いには比高数m－10m程度の急崖が存在する（活断

層研究会，19801寒川ほか，1985；桂島ほか，1987）．

4．段丘堆積物の層序及び層相

御前崎地域の洪積台地に発達する3つの段丘面はいず

れも堆積段丘面であり，段丘面下には以下に記述するよ

うな段丘堆積物が存在する。

（1〉牧ノ原段丘堆積物

牧ノ原段丘（洪積台地のうち，牧ノ原面を頂面とする
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第4図　御前崎地域に分布する上部更新統の模式層序断面図

　　　　（A）一（G）は第5，6図に示した柱状図の位置を示す

部分）には，基盤の相良層群を不整合に覆って最大層厚50

mに達する段丘堆積物が存在する．調査地域に分布す

る牧ノ原段丘堆積物は，層相に基づいて下位より古谷泥

層，京松原砂層，牧ノ原礫層に3分される（第3，4，5

図）．

　i）古谷泥層（土，1960）

　本層は池谷・堀江（1982）の古谷層に当たり，泥質堆

積物を主体とする地層である，調査地域内では西支稜北

部の西原から上比木にかけての地域と東支稜の上比木南

方から笠名東方に至る地域の丘腹斜面に広く分布し，最

大層厚は30mに達する．中田原以南の西支稜では第2

図に示すように散点的に分布するだけで，厚さも最大で

10m程度に過ぎない．また，古谷泥層は笠名段丘（洪

積台地のうち，笠名面を頂面とする部分）の丘腹斜面や
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南東へ傾く平行層理～平板状斜交
層理を示す淘汰のよい中～大礫層
平行層理の発達した細礫層
（中礫層，極粗砂層を挟む）

中～大礫

中～細砂層の挟み

中～大礫層の挟み

平行葉理

中～細砂

細～中礫混じり細砂
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カキ化石密集帯
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　　　（B）

　　東支稜

落居西方の東沢川上流域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5図　牧ノ原段丘堆積物の柱状図

柱状図（A）の古谷泥層の層序は第2図Loc．1におけるもの。F1－F7はLoc．1における花粉分析試料採取層準

柱状図（B）の牧ノ原礫層の細分（L，M，U）は，L：下部礫層　M：中部礫層　U：上部礫層（本文参照）

柱状図（A）の京松原砂層及び同（B）の牧ノ原礫層に付した星印は，潮間帯（前浜域）で堆積したと推定される層準を示す（本文第

7章及び第9図参照、）
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静岡県御前崎地域の段丘堆積物（上部更新統）と更新世後期における地殻変動（杉山ほか）

削剥の進んだ丘頂部にも露出し，後述する笠名段丘堆積

物に不整合に覆われる（第2，3，4図）．

　古谷泥層は主としてシルト層及び粘土層からなり，礫

層及び砂層を伴う．池谷・堀江（1982）は本層を詳細に

研究し，同層中に下位より礫層，砂層，シルトー粘土層

からなる上方細粒化サイクルを5っ識別している．第5

図に西支稜及び東支稜に分布する古谷泥層の柱状図を示

す．西支稜の柱状図（A）は第2図Loc．1における古

谷泥層の層序を示したものである．ここでは基底部，基

底からの高度6－8m及び11．5m付近の3層準に礫層

や砂層が発達する．基底部の礫層は主として中礫一大礫

サイズの礫からなり，その上位の砂及び礫混じりのシル

ト層には植物片が多量に含まれる．また，基底からの高

度12－13m付近にはカキを主とする貝化石の密集帯が

存在する．東支稜の柱状図（B）は東沢川上流域に分布

する古谷泥層の模式層序を示したものである．この地域

では古谷泥層は25－30m程度の層厚を有し，基底部に

は最大で厚さ4mに達する礫層が発達する．基底礫層

は上方細粒化し，砂及びシルト混じりの細礫層を経てシ

ルト混じりの中一細砂層へ移化する．この砂層よりも上

位の部分は主としとシルトー粘土層からなり，柱状図に

示したように4つの粗粒砕屑物層（礫層又は礫混じりの

砂層）が挾まれる．また，シルトー粘土層の上部には，

西支稜に分布する本泥層と同様にカキ化石の密集帯が存

在する（図版1－4）．

　古谷泥層からはこれまでに脊椎動物（ゾウ及びシカ），

甲殻類，貝類（σrαSSO訂reα塵8・αS，Aηαdαrα8γαη0．

sα，σqかαr伽m漉oαr‘eα伽m等）’及び有孔虫等の動

物化石が報告されている（金原，1939；，TsucHI，19581

土，19601池谷・堀江，1982等）．これらの動物化石の

大部分は古谷泥層の上部から産出している．一方，花粉，

種子，木片等の植物化石は，層準による多寡はあるもの

の全層準にわたって含まれている．本層下部からは

S妙rακobαss‘α，Mα9ηoZ‘αsp．，1t4εZ‘osmαsp．等，

また，上部からはM誠αA～θdαrα疏，z邸θα漉θs

cordα蝕，貫y～ッg脇m厩κヴoZ彪m等が報告されている

（松井，1961MS；黒田，1970）．

　ii）　京松原砂層（長田，1976）

　本層は土（1960）の牧ノ原礫層下部の砂層，池谷・堀

江（1982）の牧ノ原層下部の砂層に相当する．本層は大

部分の地域では古谷泥層の上に重なるが，西支稜の中田

原付近及び東支稜の笠名付近では基盤の相良層群を直接

覆うところもある．また，西支稜の大兼以南の地域では

牧ノ原礫層が直接古谷泥層及び相良層群を覆い，本層を

欠いている（第2，4図）．

　京松原砂層は主として淘汰のよい中一細砂からなり，

礫層やシルト層を伴う．第5図に本層の模式柱状図を示

す．西支稜の中田原から東原にかけての地域及び東支稜

の上比木より北の地域に分布する京松原砂層は最大で12

m程度の層厚を有し，基底（古谷泥層との境界）から

の高度7－8mのところに後に詳述する火山灰層（Ky

火山灰層）を挾む．これらの地域に分布する京松原砂層

は，この火山灰層を境として下部と上部に区分される．

下部は淘汰のよい黄褐色又は灰白色の細一中砂からなり，

砂層中にはまれに細礫一中礫サイズの円礫が散在するこ

とがある。砂層は一般に塊状を呈するが，火山灰層に近

い層準には平行葉理及び低角度の斜交葉理が観察される

場合もある．上部は一部細礫一中礫混じりの淘汰のよい

中一細砂を主体とし，くさび状やレンズ状の中一大礫層，

及びシルトー粘土の薄層を挾む．砂層（特に最上部の中

砂層）には平行葉理及び低角度の斜交葉理が発達し，ヒ

メスナホリムシの生痕が認められる（長田，1980）．上

部の厚さは最大で4．5mに達する．

　一方，東支稜の上比木以南の地域に分布する京松原砂

層は6m程度の層厚を有し，上述した火山灰層は認め

られない。この地域に分布する本砂層は，最上部の厚さ

1－2mの部分を除いて，一般に塊状を呈する淘汰のよ

い中一細砂層からなる．最上部の厚さ1～2mの部分は

平行葉理及び低角度の斜交葉理が発達する中一細砂層か

らなり，細一中礫の薄層及びくさび状の中一大礫層を挾む

（図版1－8）．細一中礫の薄層にはまれによく円磨された

巨礫が含まれる．

　iii）牧ノ原礫層（長田，1980）

　本層は土（1960）の牧ノ原礫層及び池谷・堀江（1982）

の牧ノ原層から上述した京松原砂層に当たる部分を除い

たものに相当する．牧ノ原礫層は西支稜及び上比木より

北の東支稜と上比木以南の東支稜とで層相及び下位層と

の関係を異にする．第5図に両地域に分布する本層の模

式層序を示す．

　西支稜及び上比木より北の東支稜では，本礫層と下位

層との境界面は侵食面であり，下位層に対する侵食は一

般に南西部ほど大きい（第4図）．これはKy－1火山灰

層及び古谷泥層と牧ノ原礫層との関係から認識される．

即ち，牧ノ原礫層に覆われる下位層の上限は，中田原以

東では：Ky－1火山灰層の直上からその上方4．5mの範

囲（京松原砂層上部）にあるが，南付近では同火山灰層

よりも下位の京松原砂層下部となり，更に大兼付近では

古谷泥層及び基盤の相良層群となる．これらの地域に分

布する牧ノ原礫層は主としと河川成と考えられる淘汰不

良の中礫一大礫サイズの円礫や亜円礫からなり，砂層や
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シルト層の挾みを伴う．層厚は西原及び東原付近では12

mに達し，他の地域では5－10m程度である．礫層を

構成する礫の大きさは井口（1954）が指摘しているよう

に，一般に礫層の下部及び上部で小さく（中礫サイズの

ものを主とする），礫層中部で大きい（中一大礫サイズの

ものを主とし，人頭大の巨礫を含む）．礫層には北一北西

に傾斜する覆瓦状構造が発達するが，このような堆積構

造は長径が15cmを超える大礫や巨礫に特に明瞭に認

められる（図版1－2）．

　一方，上比木以南の東支稜に分布する牧ノ原礫層は，

下位の京松原砂層の上に砂層と礫層の互層からなる漸移

部を経て整合的に重なる．この地域に分布する本礫層は

海浜成と考えられる厚さ8－10m程度の淘汰のよい礫層

からなり，層相により下部，中部，上部の3礫層に区分

される（第5図）．下部礫層は一般に層理の不明瞭な中一

大礫層（図版1－7）からなり，京松原砂層との漸移部を

含めて3－5m程度の厚さがある．中部礫層は厚さH．5

m程度の平行層理が発達した細礫一極粗砂層（図版1－6）

からなり，径3cm以下の中礫層をまれに挾む．上部礫

層は南東へ傾く平行層理及び平板状斜交層理，並びに同

方向へ傾く覆瓦状構造の発達した中礫層（図版1－5）か

らなり，径10cm以下の大礫を混じえる．厚さは3－5m

程度である．

　牧ノ原礫層を構成する礫の岩種別頻度では，大井川の

中・上流域に広く分布する四万十累層群起源の砂岩礫が

圧倒的に多く，チャート，珪質頁岩，凝灰質頁岩がこれ

に次ぐ．また，東支稜に分布する本礫層には結晶片岩，

細粒花禽岩，酸性火山岩の中礫がまれに含まれる．

　牧ノ原面の原面が保存されている部分では，礫層の上

位に厚さ1．5－2m程度のローム質粘土層が存在する．

同層とその直下の礫層数10cmは風化が進み，5YR

4／6－5YR5／6の色調を呈する．

　（2）笠名段丘堆積物（新称）

　本層は従来，牧ノ原礫層または京松原砂層の南方延長

と考えられていた地層であり，本研究により既述した笠

名面を構成する堆積物として新たに識別されたものであ

る．笠名段丘は既述のように開析が進んでいるため，笠

名面構成層の分布は尾根沿いの狭い範囲に限られている

（第2図）．

　笠名段丘堆積物は5－8m程度の厚さを有する海浜成

礫層及び砂層からなり，分布域全域にわたって古谷泥層

の上に重なっている．牧ノ原面と笠名面との境界をなす

急崖付近では，本層基底の高度は標高65－67mであり，

隣接する牧ノ原段丘南端部における古谷泥層の上面（京

松原砂層の基底面）高度約75mに比べて8－10mほど

低い（第3図）．また，笠名段丘堆積物直下の古谷泥層

力〉らは，ハ4α9ηoZ‘αcf．oわooαむα，S乙ツrακ0わαss‘α，

S舵ωα漉α，ハ4θZぬsmα等を含む植物化石群集を産する

（第1表）．この群集は松井（1961MS）及び黒田（！970）

により報告されている古谷泥層下部の植物遺体群集と共

通するものが多く，同層最上部の植物遺体群集を特徴づ

けるハ4ε互α．A2θ（1αrα0ん，．AZθ乱rあεsoordαむα，ハ4αZZO砒S

∫αpo痂cαs等の温暖・乾燥気候を示す種を欠いている。

これらのことから，笠名段丘堆積物は古谷泥層中一下部

の上に不整合に載っていると考えられる。

　第6図に笠名段丘堆積物の柱状図を示す．同段丘堆積

物は層相により下位から基底砂層，下部礫層，中部礫層

及び上部礫層に区分される．基底砂層は一般に厚さ20

cm4．5m程度の中一細砂層からなる．砂層（特に，不

整合面直上の砂層）中には細礫一中礫サイズの礫が混じ

ることがある．笠名段丘の中部では，基底砂層の厚さが2

m以上に達するところがあり，中礫を主とする厚さ数cm

の薄い礫層を10－30cm程度の間隔で挾んでいる（図版

H－4）．

　下部礫層は一般に厚さ1－3mの中礫及び大礫を主と

する礫層からなる（図版11－3）．下部礫層は同様に中一大

礫からなる上部礫層に比べて層理が不明瞭なこと，同一

層準に様々な径の礫が含まれること（上部礫層ではほぼ

同じ大きさの礫からなる），及び基質（中一粗砂）が比較

的多いこと（上部礫層では少ない）が特徴として挙げら

れる．なお，笠名段丘中部には，柱状図（D）に示した

ように下部礫層に当たる層相が欠如し，厚い基底砂層の

上に直接中部礫層に相当すると考えられる平行葉理の発

達した砂層及び細礫層を挾む礫混じりの中一細砂層が載

っているところがある．

　中部礫層は厚さ1－1．5m程度の平行層理が発達した

細礫層を主とし，中礫層（一般に径3cm以下の礫から

なる）及び極粗砂層を挾む（図版H－2）．笠名段丘の中

部には，北部及び南部とやや層相を異にし，細礫層より

も中礫混じりの中一細砂層が卓越するとごろがある。第2

図のLoc．5では，後述するようにこのような砂層中に

厚さ5cm程度の細粒火山灰層（：Ka－1火山灰層）が挾

まれている，

　上部礫層は厚さ1．5－4m程度の中礫を主とする礫層

からなり，径10cm以下の大礫を伴う．上部礫層の下

部には，南一南東へ傾く平行層理及び平板状斜交層理が

発達する．上部礫層の上部は礫径のよくそろった中礫層

からなり，南一南東へ傾斜する覆瓦状構造が発達するこ

とがある．笠名段丘北部では，上部礫層の上部に南へ傾

く基底面を持っくさび状の中一細砂層が挾まれていると
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第1表　笠名段丘堆積物直下の古谷泥層から産出した大型植物化石

分 類 群 産出部位

」ω創αηs　cf．mα几ds加rεcα（マンシュウグルミ近似種）

訊cf．S‘功09dめπαvar．sαcんα伽eπs‘s（ホウゼンジグルミ近似種）

Gαrp‘脇s　cf．cord碗α（サワシバ近似種）

0駝rツαノαρo痂cα（アサダ）

、4伽ωs　cf．ノαpoπ‘cα（ハンノキ近似種）

Qμε肥μs　sめgεπ．Lεp昭oδ認α脇s（コナラ亜属）

Miα8πoZ‘αcf．0わ00就α（ホオノキ近似種）

S陀Pんαπαηdrα（コゴメウツギ属）

呪sオe冠α（フジ属）

Zαπ漉oκッ肱肌cf．pゆer‘施m（サンショウ近似種）

Pんε配odeπdroπα肌ω肥πsε（キハダ）

Mεiめsmα（アワブキ属）

Be肥んe而α（クマヤナギ属）

v痂s（ブドウ属）

醜eωα漉α（ヒメシャラ属）

Arα正εα（タラノキ属）

σorπμs　brαcんlypodα（クマノミズキ）

Sεツrακノαρ9π記α（エゴノキ）

S．obαssεα（ハクウンポク）

CZεrodεπ4彫mεr‘cんoむoη協肌（クサギ）

1Vめωrπ砿m血rcα伽m（ムシカリ）

V．μ‘cα施m（ヤブデマリ）

、4ノωgα（キランソウ属）

内果皮
内　果皮
果　　　実

果　　　実

雌花序，雄花序

殻　　斗

種　　子
種　　　子

　芽
種　　子
種　　子

内果皮
内果皮
種　　子
果　　　実

内　果　皮

内果皮
種　　　子

種　　　子

内　果皮
内　果皮

内果皮
果　　　実

産地：相良町笠名東谷の奥（第2図Loc．3）

鑑定1百原新氏

ころがある（図版II－1）．また，同段丘北部では。上部

礫層（海浜礫層と考えられる）の上に厚さ1．5m程度

の河川成と考えられる淘汰の悪い中一大礫層が載ってい

る．第2図のLoc．4では，後述するようにこのような

淘汰の悪い礫層の直下（上部礫層の最上部）に火山灰の

巨礫（Ka－2火山灰）が含まれている．

　笠名段丘の礫層を構成する礫の岩種としては，四万十

累層群起源の砂岩（中一大礫）が最も多く，次いでチャ

ート，凝灰質頁岩，珪質頁岩が多い．チャート及び頁岩

礫は径5cm以下のものが多い．また，下部礫層及び上

部礫層中には，天竜川水系からもたらされたと推定され

る細粒花南岩，片麻岩及び酸性火山岩の礫（一般に径2

cm以下の中礫）も認められる．

　笠名段丘を構成する礫層の上位には，厚さ60cm－1m

程度の礫混じりのローム質粘土層が存在する．同層は5

YR5／6－7．5YR5／6程度の色調を呈する．

　（3）御前崎段丘堆積物（新称）

　本層は森下・中川（1949）の白羽礫層及び土（1960）

の牧ノ原礫層“白羽相”に相当する．御前崎台地に広く

分布するほか東支稜南端の地頭方付近にも小規模に分布

する．筆者らが調査した範囲では，本層はすべての地域

で相良層群を基盤としており，古い段丘堆積物の上に載

る露頭は観察されなかった．地頭方付近の笠名面と御前

崎面とを境する急崖ないし急傾斜面付近では，笠名段丘

堆積物の基底面高度は標高41－42m，御前崎段丘堆積

物のそれは35－37mであり，両者間に約5－7mの高度

差が認められる．また，急崖や急傾斜面には古谷泥層及

び相良層群が露出している．

　第6図に御前崎段丘堆積物の柱状図を示す．本段丘堆

積物は既述した海成牧ノ原礫層及び笠名段丘堆積物とよ

く類似した上下方向への層相変化を示し，下位より基底

砂層，下部礫層，中部礫層及び上部礫層に区分される．

基底砂層は厚さ30cm－1m程度の中一細砂層からなり，

砂層（特に不整合面直上の砂層）中には中礫を混じえる

ことがある（図版II－8）．不整合面には数10cm－1m

程度の凹凸が存在することがあり，このような所では基

底砂層が凹部を埋積すると共に，基盤の相良層群に由来

する径数cm－10cm程度の泥岩角礫を含むことがある．

また，御前崎台地東部では，しばしば不整合面に穿孔貝

の巣穴が観察される．

　下部礫層は厚さ2－5m程度の中一大礫層からなる（図

版∬一7）．一般に層理は不明瞭であるが，径10cm程度
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細～中礫層

中一大礫

中一細砂
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笠

☆IM）

B
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中部

名 段
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淘汰の良い中礫層
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平行～平板状斜交層理
の発達した中礫層

中礫混じり中～細砂

Ka－1畑灰層　　☆M
細礫層を挟む中～細砂

’F行葉理

　　　　　　　　　L中礫層を挟む

中一細砂

古谷泥層

丘

蕪講離・一順翫

　　　　淘汰の良い中礫層（覆瓦状構造）

　　　　　平行～平板状斜交層理の

　　　　発達した中礫層

　　　　平行層理の発達した細礫層
　　　　（中礫層，極粗砂層を挟む）

も・δ欝

83。。る。ず

。6’9。。o。

。o熱身，ヤ

（E）

南部

中～大礫

中～細砂

古谷泥層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6図　笠名段丘及び御前崎段丘堆積物の柱状図

B：基底砂層　L：下部礫層　M：中部礫層　U：上部礫層（本文参照）柱状図に付した星印は潮間帯（前浜域）で堆積したと推定さ

れる層準を示す（本文第7章及び第9図参照）
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静岡県御前崎地域の段丘堆積物（上部更新統）と更新世後期における地殻変動（杉山ほか）

の大礫を主とする層準（その上下の層準に比べて礫径が

大きい層準）が4層程度識別されることが多い．中部礫

層は厚さ1m程度，平行層理の発達した細一中礫層から

なり，極粗砂層を挾む（図版ll－6）．中部礫層に含まれ

る中礫の大部分は径1cm以下である．

　上部礫層は厚さ2－3m程度の中礫層からなる．上部

礫層の下部には南一南西に傾斜する平行層理及び平板状

斜交層理が発達し，同層上部には同方向に傾斜する覆瓦

状構造が見られることが多い（図版∬一5）．上部礫層を構

成する礫は扁平な形態をもち，径1－3cmのものが多い．

　御前崎段丘堆積物に含まれる礫の岩種としては，砂岩

礫が最も多くチャート礫がこれに次ぐ．このほかに，笠

名段丘と同様に天竜川に由来したと推定される花闘岩類，

変成岩類及び酸性火山岩の礫も認められる．

　御前崎段丘を構成する礫層の上位には，厚さ30－40cm，

5YR3／6－7．5YR5／6程度の色調を帯びるローム質粘

土が存在し，さらにこれを風成砂が覆うところが多い．

5．段丘堆積物に挾まれる火山灰

　本研究により御前崎地域の段丘堆積物中に2枚の火山

灰層を確認すると共に，これらとは別に1ケ所で火山灰

巨礫を見いだした．火山灰層は京松原砂層と笠名段丘堆

積物に挾まれる。また，火山灰の巨礫は笠名段丘堆積物

の上部から発見された．

　（！）京松原砂層に挾まれる火山灰層（Ky火山灰層）

　この火山灰層は長田（1980）及び池谷・堀江（1982）

によりその存在が指摘されていたものであり，京松原砂

層の基底からの高さ7－8mのところに挾まれる（図版

1－3）．火山灰層は中田原以北の西支稜に広く分布する．

東支稜では上比木以北の地域でその存在を確認している，

中田原よりも南の西支稜では，既述のように京松原砂層

下部（Ky火山灰層より下位の部分）の上に直接牧ノ原

礫層が重なり，火山灰層及び京松原砂層上部を欠いてい

ると考えられる．一方，須々木一上比木間の東支稜では，

南へ向かって火山灰層が薄くなり，更に砂層中に軽石片

が散った状態へと変化することから，南へ向かって尖滅

するものと推定される．火山灰層の厚さは5－20cm程

度のところが多いが，第2図のLoc。2では例外的に1m

に達する．

　本火山灰層は濃いオレンジ色ないしピンク色の粘土化

の進んだ軽石質火山灰からなる．軽石粒は細礫一中砂サ

イズのものが多く，肉眼で輝石粒が認められる。本火山

灰層は薄いピンク色ないし淡黄褐色の火山灰質粘土一シ

ルト層又は軽石片混じりの黒色砂層，中一細礫サイズの

礫層を中間部に挾むことが多く，下位より火山灰層・二

次堆積層・火山灰層からなる3層構造を呈するところが

多い．

　本火山灰からは軽鉱物として斜長石，重鉱物として斜

方輝石及び単斜輝石が検出された．斜方輝石の屈折率

（γ）は1．705－1．715である．なお，火山ガラスは検出

されなかったが，これが初生的な特徴なのか粘土化によ

るものなのかは不明である．

　（2）笠名段丘堆積物に挾まれる火山灰層（Ka－1火山

灰層）

　この火山灰層は第2図のLoc．51）で発見された．火

山灰層が挾まれる層準は，笠名段丘堆積物の基底面から

約3．5m上位の中部礫層相当部である．Ka－1火山灰

層は一部中礫及び細礫混じりの中砂層中に厚さ3－5cm

（最大10cm）の薄層として挾まれている．本火山灰層

は細粒火山灰からなり，下部の厚さ約1cmは白色を呈

し，上部はオレンジ色を呈する．上部には角張った細礫

（火山岩片？）が混入している．この火山灰からは

bubblewal1型の火山ガラス，斜長石，角閃石，斜方

輝石，黒雲母及びジルコンが検出された（第2表）．

　（3）笠名段丘堆積物に挾まれる火山灰巨礫（K＆一2火

山灰）

　この火山灰巨礫は第2図のLoc．42）で発見された．

火山灰巨礫が挾まれる層準は，笠名段丘堆積物の基底か

らおよそ8m上方の上部礫層最上部（河川成礫層の直

下）である（第6図（c）），崖面に露出した断面での大

きさは長径約28cm，短径約10cmであり，崖面に直

交する方向の大きさは不明である．この火山灰巨礫はオ

レンジ色がかった黄色の細粒でやや粗籟質（径0．1mm

以下の孔隙が多数ある）の火山灰からなり，bubble

wal1型の火山ガラス，高温型の仮像を有する石英，斜

長石，斜方輝石，単斜輝石及び角閃石を含む（第2表）．

火山ガラスの屈折率はL497－1．498，斜方輝石の屈折率

（γ）は1．701－1．711である．

6．段丘面及び段丘堆積物の対比と時代

　牧ノ原段丘堆積物のうち，古谷泥層については，同層

が大規模な谷地形を埋積して堆積していること，産出化

石及び層相の垂直変化から海進時の堆積物と考えられる

こと等から，下末吉海進期の堆積物とされてきた（東海

地方第四紀研究グループ，1969；長田，1980；池谷・堀

江，1982）．筆者らは今回，第2図のLoc．1で採取し

1）　堀野新田の北北東約1kmに位置する海抜54mの標高点（2万5
　千分の1地形図に表示）の南約100mにある尾根沿いの農道切り

　割り

2）　笠名の東北東約1km，相良町環境保全センター南端の崖
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た古谷泥層の試料にっいて花粉分析を行った。その結果，

次章で詳述するようにLoc．1における本層堆積時の環

境は，相対的に冷涼な気候の淡水域から相対的に温暖な

気候の海水域へと変化したことが明らかになった．この

結果は古谷泥層が気候の温暖化を伴った海進時の堆積物

であることを示しており，同層を下末吉海進期の堆積物

とする考え方と矛盾しない．古谷泥層を下末吉海進期の

堆積物と考えた場合，牧ノ原面（少なくとも海浜成礫層

からなる東支稜の上比木一笠名間の部分）は下末吉面に

対比される可能性が高いと思われる．

　笠名段丘堆積物及び御前崎段丘堆積物は，次章で述べ

るようにそれらの基底に古谷泥層の場合のような谷地形

を伴わず，波食台と考えられる平坦な基底面上に堆積し

ている．既ち，笠名段丘堆積物は古谷泥層の中一下部ま

でが波食されて形成された平坦面上に，また，御前崎段

丘堆積物は笠名段丘堆積物，古谷泥層の中・下部及び基

盤の相良層群までが波食されてきた平坦面上に堆積して

いる。このことから，両段丘堆積物は下末吉海進以降の

より小規模な海進一海退に伴って形成された地層と考え

られる．南関東地方，なかでも御前崎と同様に太平洋に

突き出た三浦半島では，下末吉面より低位の更新世海成

段丘面として小原台面（約8万年前）と三崎面（約6万

年前）の2面が広く発達している（町田，19731岡ほか，

1974；小玉ほか，1980等）．従って，御前崎地域の笠名

面と御前崎面とは，各々，南関東地方の小原台面及び三

崎面に対比される可能性が高いと思われる．

　なお，筆者らは既述のように，笠名段丘堆積物中に1

枚の火山灰層（Ka－1火山灰層）と1っの火山灰巨礫

（Ka－2火山灰）とを見いだした．このうち，Ka－1火

山灰層は，角閃石を多量に含み，斜方輝石，黒雲母及び

ジルコンを伴う点で，小原台面構成層の上部に挾まれる

Pm－1火山灰に類似している．また，K』a－2火山灰は，

高温型仮像を持つ石英を多量に含むことを特徴とする．

この特徴と火山ガラス及び斜方輝石の屈折率から，同火

山灰は小原台面構成層の最上部（Pm－1の上位）に挾

まれる鬼界一葛原火山灰（K－Tz）（町田・新井，1983）

に対比される可能性がある．このような2っの火山灰の

対比が正しいとすると，笠名面と小原台面との対比は確

実なものと言えよう．しかし，これら2っの火山灰にっ

いて現在までに得られているデータ（産状，鉱物組成，

火山ガラスの屈折率等）だけでは，上のような火山灰対

比が確実なものと断定することはできない．ここではそ

の可能性の指摘にとどめ，今後の研究課題としたい．
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静岡県御前崎地域の段丘堆積物（上部更新統）と更新世後期における地殻変動（杉山ほか）

7．段丘堆積物の堆積環境

（1）牧ノ原段丘堆積物の堆積環境

　i）　古谷泥層の堆積環境

　古谷泥層の堆積環境については，TSUCHI（1958），土

（1960）及び池谷・堀江（1982）によって詳しい研究が

なされている．

　池谷・堀江（1982）によると，古谷泥層の堆積は，現
　　　　　　　　　　　　　　　はいばら在の地頭方付近とその北方約10kmの榛原町静波付近

で東方の海域に開いていたと推定される2つの谷に沿っ

て始まった．そして，海水準の上昇に伴い，同層の堆積

域は次第に拡大して行き，同層中部の堆積時には2っの

谷の上流部は結合し，中央部に大きな島状の陸地をもっ

環状の湾（古相良湾）が出現したとされている（第10

図の1－2）．筆者らが調査した地域は，この古相良湾の

南東端部に当たる．第7図に同地域に分布する古谷泥層

の基底面高度分布を示す．同図には，地頭方付近から北

西に向かう谷（長田（1980）の古東沢川）の存在が明瞭

に示されている．

　また，池谷・堀江（1982）は，既述のように古谷泥層

中に5っの上方細粒化サイクルを識別し，同層を堆積さ

せた海進が少なくとも5つの小海進・海退サイクルを含

むものであったとしている．5つの堆積サイクルのうち，

古谷泥層の下部に当たる堆積サイクル1とHは，海生の

動植物化石を全く含まないことから淡水域の堆積物と考

えられている．一方，中・上部の堆積サイクル皿一Vに

は，員類，有孔虫，介形虫等の海生動物化石が含まれ，

上位のサイクルほど，また同一サイクルでは南方ほど外

洋水の影響を強く受けていることが明らかにされている．

　一方，TsucHI（1958）及び土（1960）は，古谷泥層

上部の貝化石群集の解析を行い，同層の堆積環境は現在

の渥美湾に類似していたとしている．また，Dos‘痂α

αηg認osα等を指標種として，古谷泥層上部の堆積深度

を10m程度と推定している．

　古谷泥層堆積時の気候については，黒田（1970）及び

土（1960）の研究がある．黒田（1970）は，古谷泥層の

最下部からS砂rαx　Oわαssぬ等8種，同層最上部から

ハ4εZ諭A2εdαrα漉等27種の植物遺体（果実・種子・

葉片等）を検出し，同層最下部の堆積時は現在より冷涼

な気候，また同層最上部の堆積時は現在より幾分温暖な

気候であったと推定している．一方，土（1960）は，古

谷泥層上部の貝化石群集に現在御前崎付近に生息しない

低緯度暖流系のσ磯かαr脇md加αrεoα施m及びTeZ－

Zε痂mαoヶαedθ漉認αが含まれることから，当時の海

水温は現在よりも幾分高かったものと推定している．

　筆者らは第2図に示したLoc．1で採取した古谷泥層

の試料について花粉胞子等の微植物化石の分析を行った．

その結果，＠εrcαsCyoZoわαZαηops‘s，一Lα9εrsカro一

εmぬ，Sαp臨m，Reeひεsめ等の温暖な気候を示す（亜）

属は本層上部の試料（F5一：F7）からのみ検出された

（第3表）．また，下部のF3試料には助αrgαη彪m，

丑ydr沼α，Trαpαなどの淡水生植物の花粉が含まれる

のに対して，上部のF5－F7からは淡水生植物の花粉

は検出されず，海生の1）語o弗αgεZZα舵が発見された．

以上の分析結果は土（1960），黒田（1970）等の報告と

調和的であり，古谷泥層の堆積環境が相対的に冷涼な淡

水域から相対的に温暖な海水域へと変化したことを示し

ている．

　ii）　京松原砂層の堆積環境

　京松原砂層は古谷泥層を覆うと共に，中田原付近，笠

名の北西方，上比木の北東方等では基盤の相良層群を直

接覆っている．基盤を直接覆う地域の京松原砂層の基底

面は平坦で，その高度は古谷泥層を覆う地域のそれと比

べてほとんど差がないか僅かに（0－3m程度）高い

（第7図）．この事実はそれまでの基盤の高まりであった

部分が，京松原砂層の堆積が始まった頃には波食によっ

て平坦化され，古谷泥層トップの堆積面と高度差がなく

なっていたことを示している（第10図の3－4）．おそら

く，古谷泥層の堆積末期にはかなりの期間にわたって海

水準が停滞していたものと考えられる．

　：Ky火山灰層よりも下位の京松原砂層下部は，既述の

ように淘汰のよい塊状又は平行葉理の発達する中一細砂

からなる．一方，Ky火山灰層より上位の同砂層上部は

細一中礫混じりの中砂を主体とし，最上部では中一大礫サ

イズの礫からなるくさび状の礫層を頻繁に挾むようにな

る．また，長田（1980）が指摘しているように，同層上

部（基底からの高さ約10－12mの部分）の砂層中には

潮間帯生のヒメスナホリムシ（菊地，1972）の生痕化石

が見られる．これらの事実から，京松原砂層の下部は，

海水準の停滞及び砂泥の堆積によって水深10m程度と

なった埋積谷底を覆うと共にその周辺に形成された波食

台上に堆積した沿岸漂砂と推定される．また，同砂層上

部はより浅い汀線付近の堆積物と考えられる．

　iii）　牧ノ原礫層の堆積環境

　牧ノ原礫層は上比木一笠名間の同段丘南端部を除いて，

河川礫と考えられる淘汰不良の中礫一巨礫サイズの礫か

らなり，現大井川扇状地の西に南北25km以上にわた

って広く分布する．礫層を構成する礫の多くは大井川の

中・上流域に広く分布する四万十累層群に由来する．ま

た，礫層分布域の北から南に向かって，礫径が小さくな
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静岡県御前崎地域の段丘堆積物（上部更新統）と更新世後期における地殻変動（杉山ほか）

第3表　古谷泥層の微植物化石分析結果

Sample　No．（サンプル番号） F7 F6 F5 F4 F3 F2 F1

A配es（モミ属）

Tsω9α（ツガ属）

Pεceα（トウヒ属）

Lαr謡一PSεωdoεSμgα（カラマツ属一トガサワラ属）

P‘彫s　subgen．Hαp♂oエ図oπ（五葉マッ亜属）

Pめ麗subgen．D‘pめκyめπ（二葉マッ亜属）

Pεηωs（Unknown）（亜属不明マツ属）

Scめdo画妙s（コウヤマキ属）

T．一C．＊（イチイ科一ヒノキ科一イヌガヤ科）

βρんθdrα（マオウ属）

Taxodiaceae（スギ科）

S配謡（ヤナギ属）

Pむθrocαrlyα（サワグルミ属）

」ω8砒πs（クルミ属）

Gαr嬢πμs－Osなッα（クマシデ属一アサダ属）

Cory肱s（ハシバミ属）

B碗認α（カバノキ属）

、4肋ωs（ハンノキ属）

Fα9砿S（ブナ属）

恥erc麗subgen．Lεp掘oわ配α彫s（コナラ亜属）

Qωθroμs　subgen．（汐doわ認απoPsεs（アカガシ亜属）

Gαsめπεα（クリ属）

Gαs孟απoPsεs（シイノキ属）

U伽ωS－Zθ漉OUα（ニレ属一ケヤキ属）

σε観s－Apんαπαπ疏e（エノキ属一ムクノキ属）

eεrcε説Pん翼弛肌（カツラ属）

Or謡α（コクサギ属）

Pんe泥odε几droπ（キハダ属）

1）αPん痂Ply乙厩肌（ユズリハ属）

Sαp地m（シラキ属）

B砿麗（ツゲ属）

1陀劣（モチノキ属）

、4cεr（カエデ属）

、4es飢伽s（トチノキ属）

Pαrεん9πOC‘SSμS（ツタ属）

丁漉α（シナノキ属）

硯αeα8π聡（グミ属）

Lαgers旋oε肌如（サルスベリ属）

Araliaceae（ウコギ科）

Sly肌Pめcos（ハイノキ属）

S妙rα忽（エゴノキ属）

Frα漉π㏄s（トネリコ属）

Vめμrπω肌（ガマズミ属）

Rεe泥s‘α（チャセンギリ属）

Eαoπym葛s（ニシキギ属）

14

21

3
2

1
36

1
1
1

13

15

6
16

3

12

1

1

4
3

1

4

1

1

13

17

2

20

15

1
1
4

14

11

18

1
6
2

17

1

2

1

9
1

4

1

13

9

2

26

3

13

1
3

12

34

4
1

29

7
34

2
2

31

2
3
1

10

1

4
9
1

26

1
1

12

1
5

26

1
4

50

10

13

25

4
1

4

1

1
1
1
3

15

2
2

4

6

19

5
10

2
4

66

2
17

4

15

1
2

1

1

1

1

12

5
7
1

15

3

1
5
3
2

1

3

1

10

11

4

16

4

2

44

5
7

1

15

1

1

4
1

Tlypんα（ガマ属）

鋤αrgαπ彪肌（ミクリ属）

丑ツd冠泥α（クロモ属）

Gramineae（イネ科）

Cyperaceae（カヤッリグサ科）

MoπOCんo拐α（ミズアオイ属）

1 5 6
9

34

27

26

2
21

39

1

5
4
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（第3表　つづき）

Sample　No．（サンプル番号）
F7　　　F6　　　F5　　　F4　　　F3　　　F2　　　F1

Po砂goπμ肌sect．Persicaria－Echino．
　　　　　（サナエタデ節一ウナギツカミ節）

．Po砂goπω肌（タデ属）

Chenopodiaceae（アカザ科）

Ranunculaceae（キンポウゲ科）

Rosaceae（バラ科）

Leguminosae（マメ科）
Trαρα（ヒシ属）

Umbelliferae（セリ科）

Ar陀肌‘sぬ（ヨモギ属）

Carduoideae（キク亜科）

Cichorioideae（タンポポ亜科）

1

1

1 1

2

2

1

1

1

4

Unknown（属・科不明の花粉） 14　　　　　11　　　　　34　　　　　23 7 5 7

LッCOρod弛肌（ヒカゲノカズラ属）

Os肌㏄πdα（ゼンマイ属）

other　Pteridophyta（他の羊歯類胞子）

　　　1　　　　　　　　2

1
28　　　　　22　　　　　12　　　　　16 5 9

Pseudoschizaea（淡水生藻類）

1）加o／1αgε五Z説θ（渦鞭藻類） 5 1
Arboreal　pollen（樹木花粉）

Nonarboreal　pollen（草本花粉）

Unknown（属・科不明の花粉）

Fem　spores（羊歯類胞子）

TOTAL（総計）

180　　　　　163　　　　　252　　　　　205　　　　　180

2　622689514　　　　　11　　　　　34　　　　　23　　　　　　7

29　　　　　　23　　　　　　12　　　　　　18　　　　　　　6

225　　　　　203　　　　　320　　　　　314　　　　　288

61　　134
5　　　13

5　　　7

5　　　9

76　　163

＊Taxaceae－Cupressaceae－Cepha1・taxaceae

サンプルの採取位置1浜岡町西原の北方（第2図Loc1）

分析1パリノサーヴェイ株式会社

各サンプルの採取層準は第5図参照

ると共に，淘汰及び円磨度が良くなる傾向が認められる

（井口，1954；土，1960）．このような分布及び礫の特徴

から，牧ノ原礫層の大部分は古大井川の三角州扇状地な

いし扇状地の堆積物と考えられている（損山，1941；井

口，1954；土，1960；長田，1980等）．牧ノ原礫層の堆

積環境にっいては，従来，，同層を海進期の堆積物とする

説（井口，19551土1960等）と海退期の堆積物とする

説（大塚，1933；吉川，1952；長田，1980；池谷・堀江，

1982等）とがある。筆者らは，次に述べるような牧ノ

原礫層と京松原砂層との関係から，同礫層は海水準の停

滞期から低下期の堆積物と考える．即ち，上比木から笠

名にかけての牧ノ原段丘南端部では，厚さ6m程度の

京松原砂層の上に海浜成の牧ノ原礫層が整合に重なり，

次節で詳述するように潮問帯成と考えられる中部礫層は

古谷泥層の上面から約10－12m上方に位置する．この

ことは京松原砂層堆積時の海水準（古谷泥層の上面から

10－12m上方）とこれらの海浜成礫層堆積時の海水準

とがほぼ同じであったことを示している（第5図（a），

（b））．他方，西支稜に分布する牧ノ原礫層は河成礫か

らなり，既述のように同礫層と下位層との境界面は侵食

面である．また，下位層の侵食量は南西部ほど大きく，

大兼以西では牧ノ原礫層が直接古谷泥層及び相良層群を

覆う（第4図）．このことは，西支稜に分布する牧ノ原

礫層堆積時の海水準が古谷泥層上部及び京松原砂層の堆

積時における海水準よりも低かったことを示している。

　牧ノ原礫層は，古谷泥層及び京松原砂層堆積時には古

相良湾の北に当たる島田市阪本一谷口付近（現大井川の

南岸付近）を東流していたと推定される古大井川（井口，

19551土，1960）が下流部の埋積に伴って周囲に氾濫し，

分流の一部が古相良湾へ流入することによって形成され

た堆積物と考えられる（第10図の5）．同礫層堆積時の

初期には，古相良湾の南部（上比木一笠名付近）はまだ

沿岸漂砂によって完全には埋め立てられていなかったた

めに，京松原砂層の上に海成の礫層が堆積したものと推

定される．また，井口（1954）が礫径及び礫の円磨度の

地域的変化から既に指摘しているように，その当時の汀

線は現在の上比木付近に存在したと推定される．その後，

海水準の低下と並行して，古大井川の分流は主河道及び
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静岡県御前崎地域の段丘堆積物（上部更新統）と更新世後期における地殻変動（杉山ほか）

その周囲の氾濫原を徐々に西へ移して行き，その過程で

西の地域ほど下位層がより大きく侵食されたど推定され

る．

　（2）笠名段丘堆積物の堆積環境

　笠名段丘堆積物は，4．（2）で述べたように，基底面の高

度及び基底面直下の古谷泥層から産出する植物化石の特

徴から古谷泥層の中一下部の上に不整合に載っていると

考えられる．笠名段丘北端の段丘崖直下における同段丘

堆積物の基底面高度は標高65－67mであり，段丘崖上

の牧ノ原面の高度85－90mより約20m低い．従って，

笠名段丘堆積物が堆積を始めた頃には，比高約20mの

海食崖が形成されていたと考えられる．この海食崖は，

前章で述べた関東地方の段丘面との対比から，約8万年

前の小原台海進期に形成された可能性が高い．

　笠名段丘堆積物は4．（2〉で述べたように，上下方向の

層相変化に基づいて，下位より基底砂層，下部礫層，中

部礫層及び上部礫層に区分される．同様の層相変化は御

前崎段丘堆積物及び海浜成の牧ノ原礫層にも認められる．

これら3っの段丘堆積物の各層相ユニット（基底砂層3）一

上部礫層）を構成する砕屑物の粒度組成及び特徴的な堆

積構造は第8図のようにまとめることができる．このよ

うな粒度組成及び堆積構造の上下方向への変化は，第9

図に模式的に示した環境（河川や海浜流系による礫の供

給が大量で，しかも波のエネルギーが大きな礫浜）で形

成されたものと推定される．即ち，上部礫層の上部は，

礫径のそろった中礫を主とし，海側へ傾く覆瓦状構造が

発達することから，台風通過時等の暴浪によって打ち上

げられ，引き波によって再び海へ運ばれることなくとり

残された後浜域の堆積物（第9図の＆）と考えられる．

上部礫層の下部は，大礫や細礫混じりの中礫を主とし，

海側へ傾斜する平行層理及び平板状斜交層理が顕著に発

達することから，台風通過直後等の比較的波の高い時期

に形成された前浜上部の堆積物（第9図のb）と推定さ

れる．また，中部礫層は上部及び下部礫層に比べてより

　　　　細一　粗一　　　　中砂極粗砂細礫　中礫　大礫　巨礫
　　　　　I　　　　l　　　l　　　I　　　　l
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　　　　　I　　　I　　　I　　　I　　　I
　　　　　し　　　　1　　　し　　　l　　　l
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　　　　　I　　　I　　　r　　　l　　　I
　　　　　ド　　　ド　　　し　　　ド　　　ラ
中部礫層　　　十磯灘羅》：　：
　　　　　I　　　　I　　　『　　　『　　　　I
　　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　I
　　　　　I　　　　I　　　l　　　I　　　　I
　　　　　I　　　　l　　　I　　　I　　　I
　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　！　　　　1
下部礫層

基底砂層

　I　　　　l
　I　　　　I
　ド　　　　ド

　：　1
聾塾一：
　：　： I　　　l　　　I
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特徴的な堆積構造

海側へ傾斜した覆瓦状構造
又は非成層塊状

海側へ傾斜した平行層理
及び平板状斜交層理

細かい平行層理

不明瞭な平行及び斜交層理
叉は非成層塊状

塊状叉は平行層理（特に上部）

第8図　笠名及び御前崎段丘堆積物並びに海浜成牧ノ

　　　原礫層の各層相ユニット（基底砂層一上部礫
　　　層）の粒度組成と特徴的な堆積構造

　　　　　一般的な層厚

謬層灘、卜細
前浜上部〉　　。唱
　　　ロる　　ぼ　　　　　　　　ぺ

中部礫暫羅爺1．5m＼＼
（前浜）　県舞拶・

蹴灘鵡
響二讐詞

後

地点A

＼

　地点A
の柱状図

　　　　　　第9図　各層相ユニットの形成環境及び上下方向の層相変化の形成過程模式図

a：上部礫層上部　b：上部礫層下部　c＝中部礫層　d：下部礫層　e：基底砂層　1－4：ある時期の海底及び地表面（同一時問面），こ

の順により新しい時期を示す

　　　　　【　　　　　［

浜　　　1前浜1　　外浜　 ～　　沖浜
　　　　　I　　　　　　I
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3）　牧ノ原段丘堆積物では，海浜成牧ノ原礫層に覆われる京松原砂層が

　これに相当する
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細粒な細礫サイズの砕屑物を主体とすること，細かい平

行層理が発達すること，及び層厚が0．8－1．5mとほぼ

一定していることから，静穏時の前浜域（≒潮問帯）の

堆積物（第9図のc）と考えられる．下部礫層は，中一

大礫を主とし，細一粗砂を基質として含むこと，上部及

び中部礫層に比べて層理が不明瞭なことから，低潮面下

の外浜域の堆積物（第9図のd）と推定される．更に，

基底砂層は，砕屑粒子の中で最も再移動しやすい中一細

砂を主体とし，波食によって形成されたと考えられる基

底面の直上に存在することから，下部礫層の堆積域より

更に沖合いで，波食基準面（水深約10m）よりは浅い

沖浜域の堆積物（第9図のe）と推定される．

　海水準の低下又は大量の礫の供給によって，礫浜は海

側へ前進し，これに伴い上述の各堆積環境も海側へ移動

したと考えられる（第9図の1－4）．その結果，第9図

の柱状図に模式的に示したような基底砂層から上部礫層

に至る垂直方向の層枳変化が形成されたと考えられる。

また，この場合，同一の段丘堆積物の同じ層相ユニット

であっても，これらは厳密には同一の時期に形成された

ものではなく，陸側に分布するものほどより甲い時期に

形成されたと考えられる．

　以上のような考察と各層相ユニットの厚さから，笠名

段丘上の各地点の堆積環境は，水深2－6m程度の波食

台上の浅海域（沖浜）から次第により浅い礫浜の環境

（外浜～後浜域）へと変化していったと考えられる．笠

名段丘の北部では，既述のように上部礫層（後浜域の堆

積物）の上に河川成の礫層が載っている．従って，この

地域の環境は後浜から更に牧ノ原段丘や海食崖を開析し

て南流する河川の河道や氾濫原へと変化したと推定され

る（第10図の6）．また，既述のように，笠名段丘の中

部には明瞭な下部礫層の層相を欠き，礫混じりの厚い基

底砂層が発達するところがある．これは，同段丘堆積物

の堆積期に一時的に礫の供給が減り，相対的に砂の供給

が増加した時期があったためと推測される．

　（3）御前崎段丘堆積物の堆積環境

　御前崎段丘堆積物は，既述のように相良層群の上に直

接載っており，牧ノ原段丘堆積物や笠名段丘堆積物を覆

うところは観察されない．本段丘堆積物の基底面は数10

cm－1m程度の凹凸を伴うものの全体としては平坦で

あり，断層による後生変位を除いて著しい谷地形等は認

められない．また，基底面下の相良層群には穿孔貝の巣

穴が認められる．これらの事実から，御前崎段丘堆積物

の基底面は笠名段丘堆積物，古谷泥層及び相良層群が波

食されて形成された波食台と考えられる（第10図の7）．

御前崎段丘北西端の段丘崖直下における同段丘堆積物の

基底面高度は標高35－37mであり，段丘崖上の笠名面

の高度（46－50m）より10－15m程度低い．従って，

御前崎段丘堆積物が堆積を始めた頃には，波食台の内縁

に比高10－15mの海食崖が形成されていたと推定され

る．既述した関東地方の段丘面との対比から，この海食

崖は約6万年前の三崎海進期に形成された可能性が高い

と思われる．

　御前崎段丘堆積物は4．（3）及び前節で述べたように，

笠名段丘堆積物及び海浜成牧ノ原礫層と同様に，基底砂

層から上部礫層に至る上下方向の層相変化を示す．この

ことは，御前崎段丘堆積物の堆積環境が基本的には笠名

段丘堆積物と同様に，波食台上の浅海域（沖浜）からよ

り浅い礫浜域（外浜一後浜）へと変化したことを示して

いる．御前崎段丘堆積物では，海浜成牧ノ原礫層及び笠

名段丘堆積物に比べて天竜川起源の礫が日立っと共に，

下部及び上部礫層を構成する礫のサイズがやや小さく，

扁平度も高い．これらの相違は，頻繁に流路を変えたと

推定される天竜川及び大井川河口からの距離，海浜流系

や波の強さ，あるいは海水準の変動（低下）速度等が変

化することによって引き起こされたと思われるが，現時

点ではその要因を特定するに足る資料を得ていない．

8．御前崎地域の後期更新世における地殻変動

　前章までに述べたように，御前崎地域の洪積台地には

各々下末吉面，小原台面及び三崎面に対比される可能性

が高い3つの段丘面が発達することが明らかになった．

本章では，同地域周辺の地殻変動に関する従来の研究を

踏まえっっ，主としてこれら3つの段丘面及びその構成

層の変形に基づいて，御前崎地域の更新世後期における

地殻変動について考察する．

　（1）牧ノ原段丘の変形

　筆者らの調査は牧ノ原段丘の南端部に限られているた

め，同段丘全体にわたる変形の特徴を十分に把握するこ

とはできなかった．そこで，ここではまず従来の研究成

果に基づいて牧ノ原段丘全体の変形について考察し，そ

の後に御前崎地域の同段丘に見られるより短波長の変形，

並びに同段丘の断層変位にっいて論述する．

　牧ノ原段丘の変形にっいてはこれまでに，渡辺（1928，

1929），井口（1954），土（1960）及び池谷・堀江（1982）

等の研究がある．渡辺（1928）は，牧ノ原面の高度分布

から，牧ノ原礫層の堆積後に『上流部に向って増大する

隆起と西より東に向って下る擁曲』4）からなる隆起があ

ったとしている．井口（1954）は，牧ノ原礫層中に特に

4）　「　』は，原著者の文章の引用を示す
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礫径の大きな層準（“大礫帯”）を認め，この“大礫帯”の

高度分布から牧ノ原礫層堆積後に「東へ傾斜する変位運

動』があったと推測している．その後，土（1960）は，

古谷泥層の上面高度に同層上部の貝化石群集から推定さ

れる泥層の堆積深度（0又は10m）を加えて古谷泥層

堆積末期における古海面の現高度とし，その分布から古

谷泥層堆積後の等隆起線図を描いている（原著第7図）．

また，池谷・堀江（1982）は，古谷泥層がその分布の縁

辺部（古相良湾の湾岸部）において薄化消失する地点を

当時の海岸とみなし，これらの地点の高度分布から同様

な等隆起線図を得ている（原著図13及び本稿第11図）．2

つの等隆起線図は互いによく類似しており，これらから

推定される牧ノ原段丘の変形は，渡辺（1928）及び井口

（1954）の推論と一致する．即ち，牧ノ原段丘の隆起量

は北西部で大きく，南部及び東部で小さい．また，両図

ともほぼ南稜上に等隆起線の南一南東への張り出しが認

められる．この張り出しの東側では等隆起線の間隔が密

になっており，東へ向かって隆起量が急激に減少するこ

とを示している．このような等隆起線図の特徴から，相

良町仁王辻以南の牧ノ原段丘は，ほぼ南稜に沿って北西

一南東方向に伸び，南東にプランジする軸を持っ緩やか

　　SE
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下段：牧ノ原段丘の傾動及び曲隆と御前崎段丘の南西への傾動

との関係

な背斜状の変形（曲隆）をしていると推定される．また

この変形は，渡辺（1928）が指摘しているように，曲隆

軸の南東へのプランジで示される傾動変形と曲隆軸を水

平に戻した場合の曲隆変形との和として捉えることもで

きる（第11図）．

　牧ノ原段丘の変形をこのような2成分に分けて考えた

場合，南東への傾動の大きさを勾配で表わすと，土（1960）

の等隆起線図に基づく場合は最大で7％o，また池谷・堀

江（1982）のそれに基づく場合は最大で10％o程度とな

る．一方，このような勾配で南東にプランジする曲隆軸

を水平に戻した場合の曲隆変形の程度を東翼部の勾配で

示すと，池谷・堀江（1982）の等隆起線図に基づく場合

には東南稜付近で15－18％oに達する．土（1960）の同様

の図では等隆起線の示してある範囲が狭いため，曲隆東

翼部の勾配を得ることはできない．しかし，同図に示さ

れた牧ノ原面の等高線から東南稜付近における牧ノ原面

の勾配を求めると最大で20％oに達する．土（1960）は

南稜における牧ノ原面の初生勾配をL9％oと推定してお

り，この値が東南稜にもあてはまると考えると，両図か

ら得られる曲隆東翼部の勾配はほぼ一致する．

　以上のような従来の研究成果に基づく考察をまとめる

と，仁王辻以南の牧ノ原段丘の変形は，ほぼ南稜に沿っ

て北西一南東方向に伸びる軸をもち，東翼部の勾配が最

大18％o（約1度）に達する曲隆成分と最大勾配が10％o

（約0．6度）に達する南東方向への傾動成分からなると

考えられる．

　次に，御前崎地域の牧ノ原段丘に認められるより短波

長の変形について述べる．東支稜の落居西方（東沢川の

上流域）には，第2，3図に示したように北東一南西～東

北東一西南西方向に延びる段丘面の向斜状たわみ（落居

向斜）が存在する．落居向斜は牧ノ原の高度分布だけで

なく，第12図に示したように古谷泥層及び京松原砂層

の上面高度分布にも明瞭に表われている．向斜状変形を

取り除いた古谷泥層及び京松原砂層の上面がほぼ一様の

勾配で南東に傾斜していると考えた場合，向斜の軸部で

は最大で10m程度これらの基準面が下方にたわんでい

ると推定される．

　牧ノ原段丘には以上に述べたような曲隆，傾動及び摺

曲変形のほかに，断層による段丘面及び段丘堆積物の変

位が認められる．牧ノ原面を切る明瞭な断層としては仁

王辻断層，丸尾原断層及び鬼女新田断層が挙げられる

（第1図）．これらの断層のうち，仁王辻及び丸尾原断層

は北西一南東走向，鬼女新田断層は北東一南西走向である．

断層による牧ノ原面の変位量は仁王辻及び鬼女新田断層

では最大7－8m，丸尾原断層では3－4mと推定され
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1　　．．ノ古谷泥層の分布範囲

第12図　落居向斜周辺における牧ノ原段丘堆積物の変形

（寒川ほか，1985），地形的に明瞭に認められる断層の長

さは0．5－1．5km程度である．また，仁王辻断層には

牧ノ原段丘堆積物及び基盤の掛川層群を切る南西側落ち

の断層露頭が存在し，断層両側の地層のずれから垂直変

位量は7mと推定されている（井口，1954）．

　（2）笠名段丘の変形

　笠名段丘は既述のように，段丘堆積物の基底面及び頂

面（笠名面）とも比較的大きな勾配で南東に傾斜するこ

とを特徴とする．基底面の勾配は平均で約24％oであり，

南部では35％o（約2度）に達する．また，頂面の勾配

は平均で27％o，南部では基底面と同様に35％oに達する．

このような勾配が後生的に形成されたものであるとする

と，笠名段丘は牧ノ原段丘よりも大きな勾配で南東方向

へ傾動していると考えられる．しかしながら，笠名段丘

堆積物の基底面は波食平坦面と考えられることから，海

水準の低下に伴って第9図に示したような過程を経て，

初生的に海側（海食崖線及び傾斜層理の方向等から南一

南南東方向と推定される）へ傾斜した面として形成され

た可能性がある．従って，笠名段丘の基底面及び頂面の

勾配すべてを傾動変形によって形成されたと考えること

には問題がある．初生勾配と傾動による後生勾配とを分

離するためには，同段丘のより詳しい研究及び他地域の

同時代面との比較検討等が必要である．

　また，本段丘堆積物は分布が狭い範囲に限られている

ため不確実な部分が残るが，その基底面及び頂面の高度

分布には，牧ノ原段丘に見られるような曲隆変形を明瞭

に示す証拠は認められない．

　（3）御前崎段丘の変形

　御前崎面は垣見（1977）が指摘しているように，全体

として南西一南南西方向へ傾斜しており，御前崎台地中
　　すすきはら
央部の薄原付近における平均勾配は15－20％oである．ま

た，同面の勾配を詳細に見ると，駿河湾に面した段丘北

東部で大きく（最大で40％o程度），遠州灘に面した南部

で小さい（5％o程度）．このような御前崎面の南西方向
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への傾斜は，地頭方付近に残されている海食崖線の方向

から期待される段丘堆積物の初生傾斜の方向（南東方向）

と大きく異なっている．また，古谷泥層が堆積した頃に

は地頭方付近に古相良湾の湾口が存在し，御前崎台地の

北東方には外洋性の海域が広がっていたと考えられるこ

とから，本段丘堆積物の堆積時に御前崎台地の北東方に

大きな陸域が存在した可能性は極めて低いと思われる．

従って，御前崎面の南西方向への傾斜は地殻変動（南西

方向への傾動）によって形成された可能性が高いと考え

られる．なお，新谷付近に分布する上部礫層には，南一

南西に傾斜する平行一平板状斜交層理及び覆瓦状構造が

見られることから，このような傾動（台地北東部の隆起）

は本段丘堆積物の堆積中に既に始まっていたと推定され

る．

　御前崎面の南西方向への傾動は，位置的には牧ノ原面

に見られる北西一南東を軸方向とする曲隆変形の南東へ

の延長とみなすことが可能である．即ち，牧ノ原台地の

南稜に沿って北西一南東方向に伸びる曲隆軸は地頭方付

近で駿河湾に入り，御前崎台地の北東縁をかすめるよう

にして南東へ伸びると考えることができる．この場合，

御前崎面の南西方向への傾動は上述した曲隆の西翼部と

みなし得る（第11図）、しかしながら，牧ノ原段丘の南

端部及び笠名段丘では曲隆変形が不明瞭であることから，

牧ノ原段丘の曲隆と御前崎段丘の南西への傾動とはその

主要形成時期を異にしていた可能性が高いと思われる．

　一方，御前崎段丘では，第3図の断面図から明らかな

ように，牧ノ原段丘や笠名段丘に見られるような段丘全

体に及ぶ南東方向への傾動は明瞭ではない．かわって，

北東一南西ないし北北東一南南西方向及び北西一南東方向

の断層，擁曲及び摺曲状のたわみが認められる（第2，3

図）．これらの断層や擁曲などは数100m－2km程度の

間隔で存在し，これらによる変形の及ぶ範囲も数100m－1

km程度である．これらの構造要素のうち，白浜付近に

存在する背斜状のたわみは，基盤の背斜構造（地頭方背

斜）の上に位置する（寒川ほか，1985；桂島ほか，1987）．

また，第3図に示した3っの断層も，基盤の背斜構造の

軸部又はその近傍に位置し，東側の2っの断層（芹沢断

層及び広沢断層）は背斜状のたわみを伴う．これらの事

実は，御前崎面に見られる北東一南西方向の変形構造が

基盤の摺曲構造と密接に関連して形成されたものであるこ

とを強く示唆する．一方，薄原の西に存在する北西一南東
　　あらや
方向の新谷擁曲及び中原断層は，既述した南西方向への

傾動（北西一南東を軸方向とする曲隆）と関連して形成さ

れた可能性が高いと思われる，

　（4）後期更新世における隆起速度

　本節では各段丘堆積物が堆積した各海進期における最

高海面位置の現高度を推定し，それらの値に基づいて更

新世後期における御前崎地域の隆起速度について考察す

る．

　i）各海進期における最高海面位置の現高度

　牧ノ原段丘堆積物が堆積した海進期（以下，牧ノ原期

と略記する）では，古谷泥層最上部，京松原砂層及び海

浜成牧ノ原礫層の堆積時が最も海水準が高かったと考え

られる．土（1960）は，貝化石群集の解析から，古相良

湾の湾岸から離れた地域に堆積した古谷泥層上部の堆積

深度を約10mとしている。また，京松原砂層は最大で

約12mの厚さがあり，基底（古谷泥層の上面）からの

高さ10－12mの部分には潮間帯生のヒメスナホリムシ

の生痕が見られる．更に，海浜成牧ノ原礫層では，古谷

泥層の上面からの高さ約10－12mの位置に潮間帯成と

推定される中部礫層が存在する．これらの事実から，牧

ノ原期の最高海面は古谷泥層の上面より10－12m程度

高い位置にあったものと推定される，この推定に立てば，

牧ノ原期における最高海面位置の現高度は西原一東原付

近で標高約95－97m，牧ノ原段丘南縁の段丘崖付近で

約85－87mとなる．また，古谷泥層の分布の北限に当

たる仁王辻付近では約160mとなる．

　笠名期における最高海面の位置は，近似的に笠名段丘

北端の海食崖直下における中部礫層の高度で示されると

考えられる．このように考えた場合，笠名期における最

高海面位置の現高度は，上述した海食崖近傍で標高68－70

mとなる．

　また，御前崎期における最高海面の位置は，笠名期と

同様に御前崎段丘北西端の海食崖直下における中部礫層

の高度で近似的に示されると考えられる．御前崎段丘北

西端部では同段丘堆積物が露出する良好な露頭がないた

め，中部礫層の高度を直接測定することはできなかった

が，頂面高度が標高約39m，基底面高度が同35－37m

と求められた．従って，ここでは中部礫層の高度（最高

海面位置の現高度）を標高36－38m程度と仮定する．

なお，駿河湾に面した御前崎台地東部の新谷や西側付近

では，御前崎面の高度は上述した海食崖直下よりも高く，

標高50mに達する．また，同台地西部の石原向斜の軸

部では同面の高度は標高30－28mにまで低下し，隣接

する新神子付近における同面の最高高度（標高約41m）

より10m以上低い．従って，これらの地域における最

高海面位置の現高度は，各々およそ標高50m及び同28

m程度と推定される．

　ii）　各段丘の平均隆起速度と隆起速度の変化

　既述のように牧ノ原期，笠名期及び御前崎期は，各々
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下末吉，小原台及び三崎の各海進期に対比される可能性

が高い．これらの各海進期における古海面高度は，

VEEH（1966），BRoEcKERααZ．（1968），　MATTHEws

（1973），BLooM　　ααZ．　（1974），　MAcHIDA　（1975），

STEARNs（1976），成瀬（1981，1983）及び菊地（1984）

などにより研究されている．そこで，上述のような海進

期の対比が正しいものとして，既述した各海進期におけ

る最高海面位置の現高度と菊地（1984）による古海面高

度に基づいて，各段丘の平均隆起速度を求めた．

　その結果，牧ノ原段丘中部（仁王辻付近），同段丘南

部（西原一東原及び笠名付近），笠名段丘（笠名付近）及

び御前崎段丘（地頭方及び西側付近）の平均隆起速度は，

各々約12m／万年，6－8m／万年，9．5m／万年，10－12

m／万年と求められた（第13図）．また，図には示して

ないが，御前崎段丘西部の石原向斜軸部付近の平均隆起

速度は9m／万年程度と推定される．牧ノ原段丘南部の

平均隆起速度は，笠名段丘及び御前崎段丘の平均隆起速

度に比べて小さいが，このような隆起速度の違いは上に

挙げた他の研究による古海面高度を用いても認められる．

このことは，御前崎地域では約13－8万年前の平均隆起

速度が8万年前以降の平均隆起速度よりも小さかったこ

とを示唆する．特に，牧ノ原段丘の南端部（笠名付近）

については，この部分が旧海食崖を挾んで笠名段丘と接

していることから，約8万年前以降の隆起量は笠名段丘

とほぼ等しいと考えられる．従って，牧ノ原段丘南端部

の隆起は，第13図に太い破線で示したような経過をた

どったものと推定される．

　この破線が御前崎地域の第四紀後期における隆起の一

般的傾向を示しているとみなすと，約13唱万年前にお

ける同地域の隆起速度は，約8万年前以降の隆起速度に

比べてかなり小さかったと推定される．この間，牧ノ原

段丘の中一北部は12m／万年ないしそれ以上の速度で隆

起していたと考えられ，このような北西部ほど大きな隆

起によって牧ノ原段丘は南東方向へ傾動したと推定され

る．そして，約8万年前頃から御前崎地域も著しい隆起

域と化し，笠名や地頭方付近では10m／万年程度の平

　　　　／
　　　／　　　／　　　　／　　／　／
　　ろ　イ
　ク∠
＋6　　一

　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　／　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　ろ
　　　　．〆“／／

／・　、／　鋼諺
　　　　1／

一一一一一　　識ズ

／
　　ク　　（85－87）

　／　　　80

／

／

／　　　　　　　（36－38）　　　　局

〆諺ノ

下末吉面

一6

一24

〃

∠

小原台面　　三崎面

／

／

／ヂ

20

O

一20

G2。5）

10　　18｝　　16）　5

　　年代（万年前）

度

（m）

⑭菊地（1984）による古海面高度

團古海面位置の現高度

第13図　御前崎地域における段丘の隆起速度
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均隆起速度で隆起したと考えられる．また，曲隆軸に近

接した西側や新谷付近ではこれらの地域よりも2m／万

年程度速い速度で，また石原向斜の軸部では1m／万年

程度遅い速度で隆起したと推定される。

　（5）段丘変形のテクトニックな背景

　以上に述べてきたように，御前崎地域の洪積段丘には

北東一南西方向の変形構造（同方向に延びる摺曲状のた

わみ及び断層，南東方向への傾動）と北西一南東方向の

変形構造（同方向に延びる軸をもつ曲隆変形及び南西方

向への傾動）とが認められる．このうち，北東一南西方

向の構造は段丘堆積物の基盤をなす相良層群の摺曲構造

とほぼ平行し，なかでも御前崎段丘の変形（背斜状のた

わみ及び断層）は基盤の背斜構造と対応している．この

ことは，御前崎半島部の北東一南西方向の段丘変形が基

本的には同方向の基盤の摺曲構造と一連の造構作用によ

って形成されたものであることを強く示唆する．一方，

北西一南東方向の曲隆変形は大地形的には御前崎の南東

への突出として現われており，既にTSUCHI（1961）が

指摘しているように西南日本の太平洋側に突き出た足摺，

室戸，紀伊，志摩の各半島をかたち作った地殻変動と一

連の造構作用によって形成されたと推定される。

　北東一南西方向の変形構造のうち，少なくとも同方向

の摺曲状のたわみ及び南東方向への傾動は，基盤の摺曲

構造と同様に北西一南東方向の圧縮力によって形成され

たと考えられる．このような側方圧縮は南海トラフ及び

駿河トラフからもぐり込んでいると考えられるフィリピ

ン海プレートの北西進に基因すると推定される．

　他方，北西一南東方向の構造は，足摺岬，室戸岬等と

同様に基盤の摺曲構造の延びの方向とほぼ平行する圧縮

力によって形成されたと考えられる．筆者らは，このよ

うな圧縮力がどのようなメカニズムで生み出されるもの

なのか現時点では明確なモデルを示すことができない．

しかし，西南日本外帯の過去及び現在のプレート境界部

からその陸側に堆積した地層中には，プレート境界と平

行する帯状の摺曲構造（東西～北東一南西方向の構造）

に重なって，これとほぼ直交する方向の摺曲（南北～北

西一南東方向の摺曲）が普遍的に発達している（例えば

TsucHI，1961；杉山，1981；井上・本座，1982；柳井，

1986）．このことから，御前崎地域の洪積段丘に認めら

れる北西一南東方向の構造は，地域又は形成時期を異に

する他の南北～北西一南東方向の構造と共に，フィリピ

ン海プレートのもぐり込みと何らかの関係を持って形成

されたと推測される。

9．結　　語

　以上，御前崎地域に分布する上部更新統とその変形に

ついて記載及び考察を行ってきたが，その要点は第14

図のように総括される．御前崎地域は，地質構造の上で

はプレート境界と考えられている駿河トラフのすぐ西に

位置し，堆積環境の上では大井川及び天竜川という砂礫

運搬量の大きな大河川の河口近傍に位置している．本研

究の結果明らかとなった御前崎地域の更新世後期におけ

る堆積及び地殻変動史は，汎世界的な海水準変動を反映

すると共に，上述のような位置に置かれている同地域の

特徴を明確に表わしている。即ち，堆積環境について見

た場合には，下末吉，小原台及び三崎の各海進期に相当

すると推定される時期に最大8－10mに達する厚い海浜

礫層が堆積していることが指摘される．このような厚い

海浜礫層は地質構造上類似した位置に置かれている三崎

地域（相模トラフに隣接する）の小原台及び三崎段丘の

堆積物（いずれも1．5m以下）と比較した場合，御前

崎地域が大井川及び天竜川という砂礫運搬量の大きな大

河川の河口近傍に位置することを反映していると考えら

れる。また，地殻変動にっいては，御前崎地域が約8万

年前以降，9－12m／万年程度の大きな速度で隆起してい

ることが指摘される．この隆起速度は，地質構造上類似

した位置にある三崎地域の隆起速度にほぼ匹敵する5）．

更に，段丘変形については，北西一南東及び北東一南西の2

方向の変形が重なり合っていることが指摘される。この

ような2方向の変形の重なり合いは，御前崎地域周辺に

分布する下部中新統一中部更新統の変形と共通しており，

更新世後期における御前崎地域の地殻変動が基本的には

より古い時代の変動を継承したものであることを示唆し

ている。

　最後に東海地震の長期的予知と関連して，次の2点を

指摘して本報告のまとめにかえたい．

　第一の点は御前崎段丘の変形についてである．既述の

ように同段丘は全体としては南西方向に傾動しており，

室戸岬周辺に典型的に見られるようなプレート境界に向

かって（御前崎地域の場合，南東に向かって），段丘面

の高度が増大するという型の変形は少なくとも明瞭には

認められない．このことは，御前崎地域の段丘変形をフ

ィリピン海プレートのもぐり込みに伴う側方圧縮の直接

的な結果と考えたり，段丘の隆起をプレート境界部で発

生する巨大地震時の隆起の累積だけからなると考えるこ

5）　三崎地域の小原台面及び三崎面の旧汀線高度は，各々64m及び36

　mであり（成瀬，1983），御前崎地域の笠名面及び御前崎面の同高

　度（68－70m及び36－38m）とほぼ等しい．
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静岡県御前崎地域の段丘堆積物（上部更新統）と更新世後期における地殻変動（杉山ほか）
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御前崎地域の更新世後期における堆積及び地殻変動史

　各高海水準期の古海面高度は菊地（1984）による

海水準変動 年代
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とには，少なからぬ問題があることを示している．

　もう一つの点は，本研究の結果では更新世後期におけ

る御前崎地域の隆起は等速度的なものではなく，その後

半（約8万年前以降）では0．9－1．2m／1000年程度の平

均隆起速度で隆起したのに対して，前半（約13－8万年前）

の隆起速度はこれよりもかなり小さかったと推定される

ことである。このことは，堀野新田一法ノ沢付近における

約6000年前以降の平均隆起速度が0－0．5m／1000年程度

であること6）と考え合わせると，御前崎地域における隆

起速度が時代と共にかなりの幅で変化していることを示

唆している，

　これらの2っの点は，御前崎地域における段丘変形と

最近の同地域における地殻変動とを統一的に理解する上

で，まだ未解決，未知の問題が数多く残されていること

6）米倉ほか（1985）及び筆者らの未公表資料による．
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を示している．筆者らは今後，これらの問題を解決すべ

く，なお一層の詳細な研究を進めて行く所存である．

謝辞本研究を行うに当たり，静岡大学の池谷仙之助

教授及び滋賀県立長浜高校の堀江善裕氏には，御前崎地

域の第四系に関する未公表の調査・研究資料（ルートマ

ップ及び露頭位置図等）を提供して頂いた．本研究はこ

のような貴重な資料があって初めて，円滑に遂行するこ

とができた．ここに記して，厚く感謝の意を表します．

　また，筑波大学の増田富士雄講師には，堆積物の層相

とその堆積環境との関係にっいていろいろと御教示頂い

た．サンコーコンサルタントの石川政憲7），北村健一郎

両氏，並びにアイ・エヌ・エー新土木研究所の澤田臣

啓，柳田　誠両氏を始めとする上記2社の研究員の方々

には，主として現地において段丘の区分や対比等にっい

て議論して頂いた．更に，大阪市立大学の百原　新氏に

は植物遺体の鑑定をして頂き，当所の遠藤秀典，奥村晃

史の両氏には広域火山灰にっいて御教示頂いた．これら

の方々にも深く感謝の意を表します．
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最厳灘

聾 笠艦穀丘

麟聾

図版1

鞍

鷺総鹸

鯵

図版1 1二牧ノ原段丘と笠名段丘とを境する段丘崖．相良町落居の南約1km（相良町環境保全センターから東方を
望んだ写真）　21河川成牧ノ原礫層（浜岡町東原）．写真左方が北西，同右方が南東，北西に傾く覆瓦状構造

が見られる　3：京松原砂層に挾まるky火山灰層（浜岡町比木～東原間の道路沿いの切り割り）　4：古谷泥

層中のカキ化石密集帯（相良町東沢の奥）5：海浜成牧ノ原礫層の上部礫層（相良町落居西方）6：同中部
礫層（同町東沢の奥）　7：同下部礫層（同町落居西方）　8：京松原砂層と海浜成牧ノ原礫層（下部礫層）と

の漸移部（浜岡町上比木南方）
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図版H 1－4：笠名段丘堆積物（いずれも相良町笠名東方）　1：上部礫層及び砂層の挾み2：中部礫層3：下部礫層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おんど4：基底砂層　5－8：御前崎段丘堆積物　5：上部礫層（相良町遠渡）6：中部礫層（同上）　71下部礫層（御

前崎町新神子）8：基底砂層（同上）破線より上の部分は下部礫層，点線より下位の部分は基盤の相良層群


